



























1996 年 7 月 19 日に「中央教育審議会答申」が出され、第 2部第 1 章第 1 節第 5 項「横断的・総合的
な学習の推進」で総合的な学習の推進が推奨されている。1989 年 12 月 22 日にベルリンの壁が壊され、


















































の宮崎 4か村連合仮教場が基礎になっている。1900（明治 33）年 2月に石原尋常小学校と明見尋常小
学校が合併して宮崎尋常小学校となる。戦後、1947（昭和 22）年 4月に教育制度改革により校名を宮






励賞受賞（1993 年）、 全国野生生物保護実績発表大会において林野庁長官賞（1995 年）を受賞している。






















が実践提案をしている（的場　2017）。1977 年は、初志の会にとっては、第 20 回の全国研究集会に当
たる年度で、1973 年から 1982 年までの「人間回復の過程―価値の多元化の原理の具体的考察」（第 4期）
をテーマとした時期である。そこでは、人間回復が具体化される方法、子どもの基礎的な力、人間らし
さ、思考の成熟という観点から検討された時期である。1988 年は、初志の会の第 31 回目の年度に当た





































































































































































































































ろう」は、生活科 25 時、国語 7時、図工 3時、そして特別活動の学級活動 7時で構成されている（愛
知県額田町立宮崎小学校　2000，22）。同じ年度の第 4学年総合単元学習「弘法山にカブトムシラン
ドを作ろう」では、総合、図工、国語、特別活動の学級活動に加え、カブトムシのえさにするきゅ
うりを育てる学習で理科を、宮崎の山を調べるために社会科を総合している。このようにテーマに
応じて、多くの教科が総合されている。
4． 竹本教諭の立案した総合単元構想図の大きな特徴は、第二次「課題づくり」の分析で見たように、
子どもの感想、発言、作文が記述されているところにある。例えば、高浦勝義が報告した横浜市立
日枝小学校の総合学習の基本構想図では、活動の内容と時数、そして小単元の関係が示されている（高
浦　1998）。多くの学校の構想図は、どのような子どもの動きのも対応できる子どもプルーフの単元
構想であるのに対し、竹本教諭の立案した総合単元構想図は、全ての子どもの活動、感想、発言が
構想の基礎になっている。
5． 宮崎小学校の研究仮説にある子どもたちの多様な願いの究明は、詳細な授業記録の丁寧な分析が必
要であり、それを通して、例えば、「お母さんたちのことも、展望台から見れる」という発言のように、
子どもの願いの背景にある父母や地域の願いをどのように含んでいるかを解明できる可能性がある。
6． 日比裕も的場正美も「社会科の初志をつらぬく会」の運営に深く関わっている。この会の全国研究
集会の提案者として、1977 年に林和男教諭が提案している。また名古屋大学の三枝孝弘、日比裕、
的場正美は研究授業を媒介として宮崎小学校の教育実践と共同研究体制を構築してきた。この構築
関係が、授業の計画と分析・解釈にどのように関連し、どのような解釈共同体を形成していったの
かの解明は残された課題である。つまり、社会科の初志をつらぬく会の子どもの切実な願いを基礎
にした問題解決学習のどのような理念や思想、手法、そして形式が、名古屋大学との研究授業を媒
介としてた関係構築を通して、どのように宮崎小学校の教員に共有さえれていったのか、その解明
は分析手法の枠組みの設計と歴史的な分析、思想的な分析が必要である。
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